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内 容 梗 概

近年,従来から広く使われている50ボーの信号伝送装置のはかに,より高速度の符号伝送装置に対する要

求が盛んになってきている｡

本文は,国鉄技術研究所開発の列車運行監視装置に使用するために,日立製作所が開発した200ボーの符号

伝送装置の詳細について述べてある｡

第1表 NU-7主要規格

一明

1.緒 口

搬送電信,テレメータ,テレコントロールに,そのはか各種のデ

ィジタル符号の伝送に,50ポーの信号伝送装置は広く利用されてい

るが,近年データ処理方式の発達に伴って,より高速度の信号伝送装

置に対する要求が起こってきている｡日立製作所では,鉄道技術研

究所で開発された,列車の運行状態を中央で集中表示する列申達行

監視装置のための符号伝送装置として,200ボーのNU-7形変復∂8

装置を完成した｡本装置は直流入出力条件を変更することにより,

200ポーのデータ伝送装置として,広く各種の用途に供しうる性格

を持つものである｡

2.回 線 構 成

列車監視装置とは,約400mごとに区切った線路上における列車

の有無を,中央の表示盤に集中表示するもので,一線区80kmを4

区間にわけ,一区間20km内は直流符号で伝送し,中央とは撒送装

置で結びつける｡したがって1回線は中央装置1子?と中継装置3台

とからなり,中央からはシフトパルスが送り出され,各中継装置か

らは,400mごとに設置された現場装荷からの情報が直列に送り出

される｡線路は信号ケーブルを利用した2線式同線で,中央装掛こ

1CH各中継装置に1CH,計4CHを使用しているが,一般の用

途には4線式回線を使えば音声帯域に6CH配列できる｡

-

3.主 要 規 格

おもな規格は弟】表に示すとおりである｡

4.周波数配置

弟1図(a)は,従来の50ボー120c/sスペーシングの場合の周波

数配置である｡200ボーの場合も50ボーとの混用が当然予想される

ので,50ポー120c/sスペーシソグの1群6CHの代わりに200ボ

ーのチャンネル2CHを配置するようにして,その周波数配置を弟

1図(b)のように定めた｡今回の用途には,弟1図(c)に示すよう

に,第1,2,3CHをそれぞれCH-L,CIi-M,CH-Hとし

て各中継装置からの送信に使い,第6CHをCIi-Sとして中央装

置からのシフトパルスの送信に使い,この間を方向炉波器(DF)に

よって切りわけている｡

5.回路構成および構造

弟2図は本装置の,中央装置および中継装置の中の1台のブロッ

クならびにレベルダイヤである｡主要回路は送信側の変調器盤(M

OD盤)と受信側の復調器盤(DEM盤)および送受信レベルの調
*
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第1図 周波数配置図

整と2線式回線への接続の機能を持つ方向折渡器盤(DF盤)とか

ら構成されている｡6CH実装する場合は,MOD,DEMそれぞれ

6CHが並列に接続され,いわゆる8dB回線ではそのまま線路に

接続される｡

弟3図の外観写真に示すとおり,本装置はトランジスタ式搬送装
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(注)ジャックの数字はチャンネル当たりのレベルを示す｡

第2図 ブロックならびにレベルダイヤグラム

第3図 NU-7

第4図 パ ネ ル
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変調器盤は±90c/sシフトのFS発振器,バ

ッファアンプならびに送信帯域折渡器から成り

】師 弟5図にその回路図が示されている｡FS発振

器は入力信号によりコンデンサを接断して発振

周波数を変化させている｡この場合コンデンサ

の接断により瞬時的なレベルの変動が生じるの

で,発振器は十分速い立ち上がりをもっていて

この変動をす早く回復させることが必要である

が,一方立ち上がりを速くしてループゲインを

上げると周波数安定度をそこない,FS方式で

はこれは直接ひずみに結びつく｡200ボーの1

パルス長さは5msであり,シフト幅は90c/s

であるため周波数ずれに対しては比較的強いこ

とを考慮して,発振器のループゲインを50ボ

ーの場合よi)大きい適当な値に選定してある｡

これとともにCR回路によりあらかじめ直流入

力波形を適当に整形して切り換り点での振幅の

変化を押えている｡

変調器盤出力は最大-8dBmであり,これ

は方向炉披器盤の増幅器によって＋5dBm/CH

にまで増幅され,方向炉披器を通って線路に送

出される｡

る.2 受 信 回 路

方向炉波器を通ったFS受信信号ほ弟d図に

示す復調器盤にはいり,受信帯域炉波器により

当該CHのみ選択されて後リミッタにはいり,

入力レベル変動を補償し,ディスクリミネ一夕

により直流信号に変換される｡ディスクリミネータほ離調形で,そ

のrH力はLCの折渡回路を経てシュミット回路を駆動する｡復調符

-シテの/ミイアスひずみは,ボリュームによりシュミット入力に対する

直流バイアスを変えて調整できる｡受信レベルが標準から18dB以

上低‾Fした場合にほシュミット回路が働いて警報信号を出すととも

に,出力をマークまたはスペース側にホールドする｡
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第5図 変 調 器 盤 回 路 図

置のた捌こ,高信煩度を目的として新しく開発されたH形構造によ

っており,変調器盤,復調器盤はそれぞれ一個のパネルにまとまっ

ている｡策4図にパネルの外観を示す｡パネル内部は,数個のサブ

アセンブリからなり,直流入出力条件などの部分的変形に容易に応

じうる形をとるとともに,大形パネルにまとめることにより,接栓

(せっせん)を減らしている｡

7

弟7園は,

示しており,

dBである｡

弟8図は,

特 性

受信レベル変動に対するリミッタの特性を

±10dBの入力変動に対して出力変動は0.3

受信レベル変動対ひずみ特性を表わしてい

る｡標準±5dBの範岡では約1%,±10dBの範囲で

は約2%,-15dBで約6%のひずみで,規格をはるか

に下回る満足すべき値である｡

第9図は周囲温度対ひずみ特性を示したものである｡

周波数の最も高いチャンネル(CH-S)でも,-10～＋

50℃の温度に対してひずみは＋2～-6%と良好な特性

を示している｡

第10図には発振周波数の温度特性を示してある｡FS方式では

周波数の変動は直接ひずみの発生に結びつくので,その安定性は重

要である｡20℃±30℃に対して周波数の変動は±1×10‾3以下と

良好である｡

弟11図には送信出力の温度特性を示してある｡その変動は±1

dB以内である｡
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第6図 復 調 器 盤 回 路 図
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第7図 リ ミ ッ タ 特 性
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第8図 受信レベル対ひずみ特件
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8.結 日

新たに開発した200ポーの符号伝送装‾掛こついて,その概略を記

し,各種の性能を表わすデータを掲げて説明した｡一10℃から50℃

の広範囲で,10タg以‾Fのひずみという満足すべき性台巨が得られた｡

今後,200ボーの符号伝送装筐は,50rドーの装置とともに,各種

の用途に広く用いられるものと思われる｡この場合,50ボーのチャ
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第9図 周囲温度対ひずみ特性
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第10図 発振周波数温度特性
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第11岡 出力レベル温度特性

ンネルと200ポーのチャンネルを,用途に応じて混用できるという

特長は,周波数帯域の有効な利用という点で有利である｡

終わりに臨み,種々ご指導いただいた鉄道技術研究所,保原光雄

氏に謝意を表する｡
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